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６
月
23
日
、
市
内
に
お
い

て
、
令
和
５
年
度
通
常
議
員

総
会
を
開
催
し
た
。

　

開
会
前
に
、
関
東
商
工
会

議
所
連
合
会
第
66
回
総
会
に

お
い
て
、
2023
年
度
関
東
経
済

産
業
局
長
表
彰
者
と
し
て
当

所
監
事
の
嶋
田
完
治
様
と
、

第
18
回
ベ
ス
ト
ア
ク
シ
ョ
ン

表
彰
者
と
し
て
栃
木
造
園
建

設
協
同
組
合
（
理
事
長　
島

令和５年７月10日発行(1) （ ）

通
常
議
員
総
会
開
催

村
豊
）
様
が
、
栄
に
浴
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
表
彰
状
の
伝

達
が
行
わ
れ
た
。

　

総
会
は
、
は
じ
め
に
荒
金

会
頭
よ
り
「
日
本
経
済
は
コ

ロ
ナ
の
位
置
付
け
が
５
類
へ

と
引
き
下
げ
ら
れ
、
日
経
平

均
株
価
が
33
年
ぶ
り
の
最
高

値
を
更
新
す
る
な
ど
、
経
済

活
動
の
加
速
化
が
感
じ
ら
れ

る
。
一
方
で
、
中
小
・
小
規

模
事
業
者
は
、
物
価
上
昇
等

の
大
き
な
環
境
変
化
が
次
々

に
押
し
寄
せ
、
ま
だ
ま
だ
厳

し
い
経
営
環
境
下
に
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
経
済
団

体
と
し
て
会
員
企
業
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
き
め
細
か
な

支
援
に
取
り
組
み
、
活
力
あ

る
地
域
経
済
の
持
続
的
発
展

に
寄
与
し
て
ま
い
る
。」
と

挨
拶
が
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
荒
金
会
頭
が
議

長
と
な
り
議
事
を
進
行
、
最

初
に
報
告
事
項
と
し
て
、
議

員
職
務
執
行
者
変
更
の
件
、

令
和
５
年
度
新
会
員
の
入
会

の
件
、
金
融
税
務
委
員
会
正

副
委
員
長
の
委
嘱
の
件
、
各

委
員
会
と
議
員
団
幹
事
会
の

活
動
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ

た
。

　

続
い
て
の
議
案
審
議
で

は
、
常
議
員
の
補
充
選
任
の

件
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
報
告
の
件

が
そ
れ
ぞ
れ
審
議
さ
れ
、
全

議
案
が
原
案
通
り
承
認
可
決

さ
れ
た
。

令和4年度各会計収支決算書（簡略版）

款
会 　 　 　 費
交 　 付 　 金
事 業 収 入
議 員 選 挙 負 担 金
寄 付 金・負 担 金
繰 越 金・そ の 他
　 合 計 　

決算額
35,093
6,000
2,990
1,400
4,300
88,912
138,695

決算額
13,731
8,977
3,912
13,829
8,985
2,454
35,552
51,255
138,695

一般会計
収入の部　　　　　　　　　（単位：千円）

款
人 件 費
事 務 局 費
会 議 費
事 業 費
創立 130 周年記念事業費
議 員 選 挙 費
繰 出 金・そ の 他
次 年 度 繰 越 金
　 合 計 　

支出の部

款
補 助 金
事 業 収 入
繰 入 金

　 合 計 　

決算額
44,750
1,476
22,155

68,381

決算額
51,898
4,838
103

11,175
328
39

68,381

小規模事業特別会計
収入の部　　　　　　　　　（単位：千円）

款
人 件 費
事 業 費
中小企業景況調査事業費
一 般 事 業 費
管 理 費
雑 費

　 合 計 　

支出の部

款
手 数 料 収 入
貸 室 収 入
検 定 事 業 収 入
雑 収 入
共 済 配 当 金 受 入

　 合 計 　

決算額
50,914
18,065
1,332
1,108
12,557

83,976

決算額
11,122
24,680
678
418
6,064
6,382
15,087
19,545
83,976

収益事業特別会計
収入の部　　　　　　　　　（単位：千円）

款
人 件 費
維 持 管 理 費
事 業 費
技 能 検 定 普 及 費
事 務 局 費
租 税 公 課
共 済 配 当
繰 出 金・そ の 他
　 合 計 　

支出の部

２
Ｐ　

令
和
４
年
度
総
括
的
概
要

３
Ｐ

５
Ｐ　

マ
ル
経
融
資
制
度
の
ご
案
内

　
　
　

創
業
塾
受
講
生
募
集

６
Ｐ　

蔵
の
街
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

　
　
　

線
香
花
火
イ
ベ
ン
ト
開
催
案
内

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス



　令和４年度の主要な施策については、地域総合経済団体として、古き良き歴史・文化を大切にしながら、
成長戦略を進める会員企業の活力を強化していくため、デジタル化やＤＸなどの生産性向上をはじめ、
令和５年 10 月から導入されるインボイス制度への対応など、あらゆる環境変化に対応するための事業
者支援を行ってきた。
  また、７月 22 日に、創立 130 周年目の節目を迎えたことから、それを祝すための記念式典・会員ゴルフ・
会員旅行等の記念事業を実施した他、「新型コロナウイルスに関する経営相談窓口」を昨年度に引き続
き開設し、経済的苦境が続く事業者の相談に積極的に対応するとともに、国・県・市等による支援金
の受給、補助金制度の申請手続等の支援を実施した。

主 な 事 業 の 実 施 状 況

１. 商工会議所の組織・機能強化

「創立130周年記念式典」を挙行
〇９月 10 日、とちぎ岩下の新生姜ホールにおいて、福田栃木
県知事・大川栃木市長をはじめとする多くのご来賓をお招
きし、役員・議員・会員事業所の参加のもと、創立 130 周
年記念式典を開催した。 また、式典に引き続き、アトラク
ションとして「夏川りみ歌謡ショー」を開催した。

「会員ゴルフ大会」を開催
〇５月 24 日、都賀カンツリー倶楽部において、創立 130 周年
記念会員ゴルフ大会を開催し、総勢 154 名が参加した。

「会員旅行」を開催
〇11 月 16 日、創立 130 周年記念会員旅行日帰りバスツアー
を開催し、51 名が参加した。 当日は、紅葉の残る「日光東
照宮」を見学、その後、中禅寺湖畔の「ザ・リッツ・カー
ルトン日光」での昼食、最後に「荒牧りんご園」でりんご
狩りを体験した。

「第34期役員・議員」決定
〇第 33 期の任期満了に伴う議員改選が実施され、去る 11 月
１日、第 34 期新議員による臨時議員総会を開催した。会頭
に荒金憲一氏、副会頭に若菜秀夫氏、小野口美治氏、膝附
武男氏が再任され、新たに佐山謙三氏が選任された。また、
続けて専務理事・監事・常議員が選任された。（第 34 期役員・
議員の任期は、令和４年 11 月１日から、令和７年 10 月 31
日までの３年間。）

　令和４年度の我が国経済は、コロナ禍からの社会経済活動の回復が進みつつある中で、エネルギー
や原材料価格の高止まりを要因とする物価高に加え、世界経済に減速感が現れるなど、依然として厳
しい状況が続いてきた。
  当所管内においても、歴史的な高水準で続く物価高は多方面に大きな影響を及ぼし、企業においては、
事業継続はもとより従業員の生活を守るため、厳しい経営環境の中で、あらゆる努力を重ねながら賃
上げにも取り組んできた。

令和５年７月10日発行 (2)（ ）

令和４年度　総括的概要
経済的背景



２. 政策提言等要望の推進
「地方創生」に関する産業振興施策推進を要望
　当所並びに市内５商工会で構成する、栃木市商工経済団体連絡協議会では、８月１日、正副会長が栃木市
役所を訪問し、「地方創生」に関する産業振興施策推進について大川栃木市長に要望した。

　要望事項
　①新型コロナウイルス感染症並びに原油等の物価高騰
　　の影響を受ける事業者支援の維持
　②ウイズコロナを見据えた観光資源の活用と観光 PR
　　の強化
　③持続可能な開発目標（SDGs）推進に向けた周知の
　　強化及び支援
　④デジタル田園都市国家構想への取り組み
　⑤経営相談体制の情報共有と連携強化

３. 中心市街地活性化の推進
創立130周年記念事業
「鎮魂線香花火・世界平和祈願灯ろう流し」
「とちぎ秋まつり」を開催
〇８月７日、栃木の蔵の街並みを活かした新たなイベ
　ントとして先祖を供養する「鎮魂線香花火」とウク
　ライナの恒久平和と新型コロナウイルス感染症の収
　束を祈願する「灯ろう流し」を実施した。

〇11 月 12 日・13 日の 2 日間、平成 30 年以来 4年ぶり
　にとちぎ秋まつりを開催した。ウイズ・コロナの中
　で規模を縮小しての開催となったが、山車の勢ぞろ
　いや、複数の山車のお囃子が共演する「ぶっつけ」
　が賑わいをみせた。

４. 産業振興事業の推進
創立130周年記念事業
「栃木市の産業と物産展」を開催
〇11 月 12 日・13 日の 2 日間、創立 130 周年記念第 43
　回栃木市の産業と物産展を開催した。26 事業者が出
　展し、自社商品・製品の展示即売とＰＲ情報発信等
　の販路開拓に取り組む中小・小規模事業者支援を実
　施した。

５. 地域企業の経営力向上、基盤強化
経営に役立つセミナー、講演会を開催
〇会員事業者の経営力向上、新たな創業者の支援とし
　て各種セミナーを開催した。

令和５年７月10日発行(3) （ ）
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６
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
通
常
議
員
総
会
に
お
い
て
、

次
の
４
名
が
、
常
議
員
に
就
任
し
た
。（
敬
称
略
）

松
　
倉
　
敬
　
士

栃
木
乳
業
㈱

　

代
表
取
締
役

青
　
木
　
紀
　
郎

栃
木
ア
ン
カ
ー
工
業
㈱

　

取
締
役
副
社
長

五
　
味
　
栄
　
一

㈱
み
ず
ほ
銀
行
栃
木
支
店

　

支
店
長

横
　
山
　
順
　
一

㈱
足
利
銀
行
栃
木
支
店

　

理
事
支
店
長

常
議
員
に
就
任

常
議
員
会
開
催
報
告

　

６
月
16
日
、
当
所
に
お
い
て
、
役
員
15
名
の
出
席
の
も
と
、

常
議
員
会
を
開
催
し
た
。

　

最
初
に
、
報
告
事
項
と
し
て
、
議
員
職
務
執
行
者
変
更
の

件
が
報
告
さ
れ
た
。

　

続
い
て
の
議
案
審
議
で
は
、

新
入
会
員
の
入
会
承
認
の
件
、

常
議
員
の
補
充
選
任
の
件
、
金

融
税
務
委
員
会
正
副
委
員
長
補

充
選
任
の
件
が
審
議
さ
れ
た
。

更
に
、
令
和
４
年
度
事
業
報
告

並
び
に
収
支
決
算
報
告
の
件
で

は
、
詳
細
な
説
明
の
後
、
藤
沼

監
事
よ
り
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、

承
認
可
決
さ
れ
た
。

栃
木
県
商
工
会
議
所
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
通
常
総
会
を
開
催

　

６
月
６
日
、
宇
都
宮
市
内
に
お
い
て
、
栃
木
県
商
工
会
議

所
連
合
会
令
和
５
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
荒
金
会
頭
、

若
菜
・
小
野
口
・
膝
附
各
副
会
頭
、
國
保
専
務
理
事
が
出
席

し
た
。

　

総
会
は
、
藤
井
県
連
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
令
和
４
年

度
事
業
報
告
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
収
支
決
算
及
び
特
別

会
計
収
支
決
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ

た
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
で
は
、
藤
井
県

連
会
長
が
再
任
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
宇
都

宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
㈱
代
表
取
締
役
社
長 

髙
井 

徹
氏
よ
り「
Ｌ

Ｒ
Ｔ･

次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
開
業
へ
」
に
つ
い
て

講
話
さ
れ
た
。

　

６
月
10
日
、
本
県
誕
生
当
時
の
県
庁
所
在
地
で
あ
っ
た
栃

木
市
で
は
、「
栃
木
県
誕
生
150
年
祭
〜
県
誕
生
の
地
か
ら
未

来
へ
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
庁
跡
地
で
あ
る
美
術
館
や
周
辺

施
設
で
記
念
行
事
を
開
催
し
た
。

　

式
典
で
は
、
大
川
市
長
の
主
催
者
挨
拶
の
後
、
共
催
団
体

で
あ
る
当
所
の
荒
金
会
頭
よ
り
「
地
域

の
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
、
本
市
の
未

来
が
さ
ら
に
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
を

目
指
す
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

　

会
場
で
は
、
栃
木
の
江
戸
型
人
形
山

車
の
展
示
や
お
囃
子
演
奏
、
熱
気
球
係

留
飛
行
体
験
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
が
催

さ
れ
、
多
く
の
市
民
や
観
光
客
で
賑
わ

い
を
見
せ
た
。

振
興
委
員
連
絡
会
議
を
開
催

　

６
月
12
日
、
当
所
に
お
い
て
、
振
興
委
員
連
絡
会
議
を
開

催
し
た
。

　

振
興
委
員
は
、
国
・
県
・
市
・
商
工
会
議
所
の
施
策
を
商

工
業
者
に
周
知
し
た
り
、
商
工
業
者
の
声
や
地
域
の
情
報
を

当
会
議
所
に
提
供
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
事
業
者
と
商
工
会
議
所
と
の
パ

イ
プ
役
を
担
っ
て
お
り
、
業
界
や
地

域
の
中
か
ら
17
名
の
委
員
を
委
嘱
し

て
い
る
。

　

会
議
で
は
、
振
興
委
員
の
役
割
の

説
明
に
加
え
、補
助
金
や
融
資
制
度
、

制
度
改
正
や
各
種
共
済
な
ど
の
施
策

の
説
明
を
受
け
、
理
解
を
深
め
た
ほ

か
、
地
域
や
業
界
の
動
向
等
、
有
意

義
な
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

栃
木
県
誕
生
150
年
記
念
協
賛
行
事

　
栃
木
県
誕
生
150
年
祭

　
　
〜
県
誕
生
の
地
か
ら
未
来
へ
〜
開
催



■
融
資
上
限

　

２
千
万
円

　
（
１
千
５
百
万
円
を
超
え
る
お
申

込
み
に
は
、
一
定
の
要
件
が
必

要
。）

　

※

保
証
人
、
担
保
は
不
要

■
返
済
期
間

　

運
転
資
金　

７
年
以
内

　
（
据
置
１
年
以
内
）

　

設
備
資
金　

10
年
以
内

　
（
据
置
２
年
以
内
）

■
要
件

　

小
規
模
事
業
者
で
あ
る
こ
と
。

　

従
前
か
ら
商
工
会
議
所
の
経
営
改

善
普
及
事
業
に
も
と
づ
く
経
営
指

導
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と

（
原
則
６
か
月
以
上
）。

　

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は

　

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

★
栃
木
市
の
利
子
補
給
制
度
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

　

利
子
補
給
は
、
借
入
当
初
の
２
年

間
に
限
り
、
利
息
の
１
／
２
が
補

給
さ
れ
ま
す
。（
１
融
資
上
限
８

万
円
ま
で
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
　
　
　

 

℡
23-

３
１
３
１

 

専
門
家
相
談
会

◆
金
融
相
談
会

　

日　

時　

８
月
10
日（
木
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
日
本
政
策
金
融
公
庫
佐

　
　
　
　
　
野
支
店
国
民
生
活
事
業

◆
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会

　

日　

時　

８
月
15
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
〜
17
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

　
　
　
　
　
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

 

経
営
指
導
員
相
談
会　

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

　

日　

時　

９
時
〜
17
時

　

相
談
員　

経
営
指
導
員

※

予
約
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

　

当
所
経
営
指
導
員
に
よ
る

相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

　

当
所
で
は
、
新
た
に
起
業

を
目
指
す
方
、
第
二
創
業
を

目
指
す
方
、
起
業
後
間
も
な

い
方
（
１
年
以
内
の
方
）
を

対
象
に
「
創
業
塾
」
を
開
催

致
し
ま
す
。

　

講
義
は
、
創
業
の
心
構
え

か
ら
、
実
現
性
の
高
い
事
業

計
画
の
策
定
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
重
要
性
な
ど
、
夢
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
て
構
成
し

て
お
り
ま
す
。

■
日
時
（
全
５
回
）

　

９
月
12
日
（
火
）、

　

14
日
（
木
）、
19
日
（
火
）

　

21
日
（
木
）、
26
日
（
火
）

　

い
ず
れ
も
18
時
〜
21
時

■
場
所

　

栃
木
商
工
会
議
所

■
お
申
込
み

　

創
業
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
URL

：sougyou-tochigi.com
【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
　

℡
23-

３
１
３
１

令和５年７月10日発行(5) （ ）

　

当
会
議
所
と
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
栃
木
事
務
所
は
、
６

月
１
日
、「
企
業
に
お
け
る
人
材
確
保
等
の
た
め
の
連
携
協
力
」

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
た
。

　

本
協
定
は
、
会
員
事
業
所
の
人
材
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
支
援
範

囲
を
拡
大
し
、
地
域
に
お
け
る
労
働
力
需
給
の
安
定
や
、
持
続

的
な
企
業
の
成
長
と
、
地
域
経
済
の
発
展
を
目
的
と
し
た
も
の
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
主
に
人
材
を
送
り
出
す
企
業
と
受
け
入
れ

る
企
業
の
間
に
立
っ
て
、
情
報
提
供
・
相
談
な
ど
の
支
援
を
行

い
、
出
向
・
移
籍
の
橋
渡
し
を
無
料
で
行
っ
て
い
る
。

　

会
員
事
業
所
で
は
、
人
材
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
セ
ン
タ
ー
と
積
極
的
な
連
携
を
図
り
、
人
材
ニ
ー
ズ
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
、
出
向
や
移
籍
も
選
択
の
ひ
と
つ
と
し
て
幅

を
広
げ
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
る
。

(

公
財)

産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
と

　
　
「
人
材
確
保
」
の
た
め
協
定
締
結

　

会
員
事
業
所
皆
様
の
交
流
と
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
会
員
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

○
日
　
時　
　

９
月
20
日
（
水
）

○
会
　
場　
　

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
（
梓
町
４
５
５-

１
）

〇
参
加
費　
　

お
１
人
様
３
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
パ
ー
テ
ィ
ー
・
賞
品
代
等
）

○
定
　
員　
　

先
着
128
名
（
32
組
）

　

※

会
員
皆
様
で
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

総
務
課　

℡
23-

３
１
３
１

会
員
ゴ
ル
フ
大
会参

加
者
募
集
中
！

夏
季
資
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

貸付利率1.09％
（令和５年６月１日現在）

マ
ル
経
融
資
制
度
の
ご
案
内

マ
ル
経
融
資
制
度
の
ご
案
内

無保証 無担保 低金利 利子
補給

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
　
　
　
　
　

中
小
企
業
相
談
所　

 

℡
23-

３
１
３
１

http://bit.ly/3gRXpGd

創
業
塾
受
講
生
募
集
！



令和５年７月10日発行 (6)（ ）

全 国 商 工 会 議 所

あなたの会社が「業務災害補償プラン」に加入していれば!

多様化・複雑化の傾向にある「労災事故」から会員企業も従業員もお守りします。

会員企業には… 資金繰りに影響を与えること無く、
高額な損害賠償金が支払い可能に!

従業員には… パート・アルバイトを含む
全従業員を包括補償で安心!

うつ病による自殺、
過労死などによる
労災認定件数が

増加

1億円を超える
高額な賠償事例が 発生

短期間労働者、パート、
アルバイト、派遣社員等
非正規雇用労働者の

増加

2014年
労働安全衛生法改正で
企業の安全配慮義務の

厳格化

業務災害補償プラン

2023年5月

●全国商工会議所のスケールメリットによる団体割引などが適用された保険料
　（一般加入と比べ約半額の掛金水準）

●労災賠償に備える「使用者賠償責任補償」を標準セット
●政府労災保険の給付を待たずに保険金のお支払いが可能（＊）
政府労災保険への加入が必要です（使用者賠償責任補償は政府労災の決定を待つ場合があります）。
（＊）精神疾患、脳・心疾患等の疾病や自殺は政府労災で認定されれば補償可能

●パート・アルバイト、派遣労働者のほか、下請負人も補償対象可能
●建設業の場合、経営事項審査制度の加点対象

栃木商工会議所
東京海上日動火災保険株式会社[業務災害総合保険 　損害保険ジャパン株式会社[事業活動総合保険
三井住友海上火災保険株式会社[業務災害補償保険 　あいおいニッセイ同和損害保険株式会社[タフビズ業務災害補償保険（業務災害補償保険）
大同火災海上保険株式会社[業務災害補償保険

お問い合わせ先 引受損害保険会社
日本商工会議所制 度 運 営

https://www.ishigakiservice.jp/商工会議所の
保 険 制 度 H P

●一部の商工会議所では、本プラン・特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。 ●本募集広告は概要を示したものです。補償の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
●お見積り、ご加入手続き、保険内容のご不明点は、お近くの代理店または引受保険会社までご連絡ください。 ●商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。 ●本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務
管理を行う有限会社石垣サービス（パートナーシップ構築宣言企業）が日本商工会議所の経営協力により作成したものです。

栃木県誕生150年記念

夏の夕暮れのひとときをご一緒に！

開催日　８月６日（日）14時～21時
会　場　蔵の街大通り、銀座通り、巴波川　他
内　容　山車会館前のメインステージでのダンスなどの
　　　　パフォーマンスをはじめ、出店、こども向け
　　　　アトラクション、蔵踊りなど盛りだくさんの内容で
　　　　開催致します。わくわく楽しいお祭りを皆さまに
　　　　楽しんでいただけるよう準備中ですので、多くの
　　　　皆さまのご来場をお待ちしております。
問い合わせ先　蔵の街サマーフェスタ実行委員会事務局
　　　　　　（栃木市観光振興課　℡２１－２３７４　　栃木商工会議所　℡２３－３１３１）

　当所では、昨年に引き続き蔵の街を流れる巴波川を舞台に、先祖を供養するための「鎮魂線香花火」と
世界平和祈願とコロナ収束の希望を込めて「灯ろう流し」を開催いたします。
　今年は、蔵の街大通りで開催される「蔵の街サマーフェスタ」
と同時開催となりますので、多くのご来場をお待ちしており
ます。
開催日　　８月６日（日）16時～21時
　　　　　※蔵の街サマーフェスタと同時開催
会　場　　幸来橋（倭橋～巴波川橋）　　　　　
問い合わせ先　総務課　℡２３－３１３１

４年振り

蔵の街サマーフェスタ2023蔵の街サマーフェスタ2023

鎮魂線香花火・世界平和祈願灯ろう流しイベント



令和５年７月10日発行(7) （ ）
　

栃
木
市
商
店
会
連
合
会
で
は
、

６
月
10
日
、
と
ち
ぎ
山
車
会
館

前
広
場
に
お
い
て
、
県
名
発
祥

の
地
「
十
千
木
縁
日
」
を
開
催

し
た
。

　

当
日
は
、
恒
例
の
ガ
ラ
ガ
ラ

抽
選
会
の
他
、
小
学
生
ラ
ジ

コ
ン
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
大
会
、

か
ら
く
り
人
形
実
演
、
栃
っ
子

茶
屋
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
は
、
ゆ
か
た
de
マ
ル

シ
ェ
も
同
時
開
催
さ
れ
、
相
乗

効
果
に
よ
り
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
を
見
せ
た
。

　　

栃
木
税
務
署
管
内
青
色
申
告

会
連
合
会(

会
長 

熊
倉
充
義)

で
は
、
６
月
２
日
、
役
員
及
び

税
務
当
局
に
よ
る
、
第
60
回

定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
４
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、

令
和
５
年
度
事
業
計
画(

案)

並
び
に
収
支
予
算(
案)

が
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
通
り
承
認

可
決
さ
れ
た
。

　

栃
木
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
会

(

会
長 

松
本
稔)

で
は
、
６
月

９
日
、
第
30
回
通
常
総
会
を

開
催
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
４
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、

令
和
５
年
度
事
業
計
画(

案)

並
び
に
収
支
予
算(

案)

が
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
通
り
承
認

可
決
さ
れ
た
。

第
17
回
県
名
発
祥
の
地

十
千
木
縁
日
開
催
報
告

第228回 珠算検定試験
試験日  2023年6月25日(日)

受験者数 合格者数 合格率

9

6

10

2

5

3

35

1級

2級

3級

4級

5級

6級

合計

2

4

2

2

4

3

17

22.2％

66.7％

20％

100％

80％

100％

48.6％

第164回 簿記検定試験

受験者数 合格者数 合格率

17

32

27

76

1級

2級

3級

合計

 

5

12

17

16.1％

44.4％

試験日  2023年6月11日(日)

※1級の発表は、中央審査後となります。

令
和
５
年
度 

各
種
団
体
総
会 

開
催
報
告

日
商
検
定
実
施
報
告

商工会議所検定試験

栃
木
税
務
署
管
内

青
色
申
告
会
連
合
会

栃
木
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

●
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
。
Ｓ
Ｏ
Ｕ

　

(

ク
リ
エ
イ
タ
ー
＆
モ
ノ
づ
く
り

　

講
師
＆
支
援
活
動
他)

　

ク
リ
エ
イ
タ
ー　

酒
井　

由
美

　

大
宮
町
２
０
０
９-

17 

　

℡
28-

０
１
５
３

●
㈱
大
栄

　

(

建
設
業)

　

代
表
取
締
役
社
長　

中
田　

修

　

大
平
町
西
水
代
２
３
８
５-

１

　

℡
43-

８
８
８
１

●
ス
ク
ラ
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

　
(

経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ)
　

代
表　

杉
山　

建
夫

　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
３-

２-

14

　
　
　
　
　

新
槇
町
ビ
ル
別
館
第
一

　

℡
０
９
０-

９
８
４
６-

２
６
４
８

●
長
峰
理
容
所

　

(

理
容)

　

長
峰　

み
ね
子

　

大
宮
町
２
２
２
７

　

℡
27-

２
８
６
３

●
Ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｙ 

Ｌ
ｙ
ｍ
ｐ
ｈ
ａ
ｔ
ｉ
ｃ

　

Ｃ
ａ
ｒ
ｅ

　

(

ボ
デ
ィ
リ
ン
パ
ケ
ア)

　

代
表　

川
面　

直
子

　

小
山
市
東
城
南
４-

24-

12

　

℡
０
８
０-

４
１
６
４-

８
４
９
０

●
社
労
士
オ
フ
ィ
ス
さ
の

　

(

社
会
保
険
労
務
士)

　

代
表　

佐
野　

克
浩

　

藤
岡
町
赤
麻
８
３
９-

３

　

℡
０
９
０-

６
７
６
３-

０
５
６
４

●
㈱
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ

　

(

運
送
業)

　

代
表
取
締
役　

宇
江
城　

功
得

　

樋
ノ
口
町
字
中
芝
原
74-

１

　

℡
51-

９
０
５
６

- -

-

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

栃
木
地
区
金
属
機
械
工
業
会

　　
栃
木
地
区
金
属
機
械
工
業
会

(

会
長 

平
野
和
正)

で
は
、
６
月

19
日
、
第
62
回
定
時
総
会
を
開

催
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
４
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、

令
和
５
年
度
事
業
計
画(

案)

並
び
に
収
支
予
算(

案)

が
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
通
り
承
認

可
決
さ
れ
た
。

　　

栃
木
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

(
会
長 

福
富
正
浩)

で
は
、
６
月

21
日
、
税
務
当
局
を
は
じ
め

関
係
機
関
の
来
賓
多
数
を
迎

え
、
第
67
回
定
時
総
会
を
開

催
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
４
年
度

事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、

令
和
５
年
度
事
業
計
画(
案)
並

び
に
収
支
予
算(

案)

が
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
の
通
り
承
認
可
決

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
で
は
会
長
に
福
富

正
浩
氏
が
再
任
さ
れ
た
。

栃
木
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
会



令和５年７月10日発行 (8)（ ）

NO.427 令和５年７月10日発行   編集／青年経営者会

青年経営者会NEWS

栃木商工会議所女性経営者会  第６回通常総会開催

女性経営者会NEWS

　６月７日、当所において、第６回通常総会を開催した。
　はじめに、堀会長の挨拶の後、議事に入り、規約の一部改正(案)、令和４年度事業報告並びに収支決算、
令和５年度事業計画(案)並びに収支予算(案)について審議され、原案のとおり承認可決された。新型コロナ
ウイルス感染症による行動制限が緩和され、これまで以上に市内外でのイベントや各種事業に取組み、地域
活性化並びに社会貢献のため活動していくこととした。
　続いて、役員選任(案)について審議され、事業の継続性と
組織の基盤強化のため、堀会長をはじめ現役員を再任とする
ことで承認可決された。その後、来賓を代表して、荒金会頭より
期待と激励の祝辞をいただいた。
　本年度は、創立５周年を祝す事業も控えていることから、会員
が一丸となり準備を進めていくこととする。
　また、会員増強にも注力し、５年後を見据えた組織強化にも
取り組んでいく。 

　６月４日、栃木市内において、「小山ＹＥＧとの交流
会 ～ＹＥＧカップ～」を開催し、総勢50名が参加した。
　本例会は、隣接している小山ＹＥＧとの交流を通し
て緊密に連携し、相互理解を深めることを目的に開催。
　本年度は、当会が主管となり、フットサル及びウォー
キングサッカーの組に分かれ、熱戦を繰り広げた。
　その後、懇親会が開催され、それぞれの事業活動の
情報交換やビジネスについての話に華を咲かせた。
　今回の交流を通じ、ビジネスや会の活動を通じた連
携が図られると共に、今後の交流の深まりを感じた。
ご出席いただいた小山ＹＥＧの皆さまには、心より御礼申し上げます。

交流委員会　委員長　吉羽　輝泰

　栃木県商工会議所青年部連合会(栃木県青連)「第30回 会員総会」
が６月28日、宇都宮市内において開催され、多数くの来賓をはじめ、
総勢122名が出席した。
　令和５年度は、当会の松本直前会長が栃木県青連の会長を務めて
おり、松本会長が議長となって議事が迎えられた。
　総会では、令和４年度事業報告並びに収支決算について審議され、
全会一致で承認可決された。
　その後、令和４年度事業の労をねぎらい、松本会長より木嶋直前
会長(鹿沼ＹＥＧ)へ感謝状が贈呈された。総会終了後は、懇親会が
催され、県内商工会議所青年部が一丸となり本年度事業を行って
いくことを確認し、懇親を深めた。

運営専務　白沢　敦
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